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No.1 
区分： 概要版 

位置： 3．実証試験結果 
 3.1 空調負荷低減性能及び環境負荷・維持管理等性能 
 3.1.2. 数値計算により算出する実証項目 
 (1) 実証項目の計算結果 

 
〔誤〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
1 ヶ月） 

熱量 

68 kWh/月 139 kWh/月 68 kWh/月 139 kWh/月 

（ 523kWh/月 

→ 455kWh/月） 

（ 1,092kWh/月 

→ 953kWh/月）

（ 583kWh/月 

→ 515kWh/月） 

（ 1,232kWh/月 

→ 1,093kWh/月） 

13.0 ％低減 12.7 ％低減 11.7 ％低減 11.3 ％低減 

電気 
料金 

329 円低減 538 円低減 349 円低減 473 円低減 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
6～9 月） 

熱量 

222 kWh/4 ヶ月 360 kWh/4 ヶ月 240 kWh/4 ヶ月 414 kWh/4 ヶ月 

（ 1,443kWh/4 ヶ月 
→ 1,221kWh/4 ヶ月） 

（ 2,378kWh/4 ヶ月 
→ 2,018kWh/4 ヶ月）

（ 1,648kWh/4 ヶ月 
→ 1,408kWh/4 ヶ月） 

（ 2,815kWh/4 ヶ月 
→ 2,401kWh/4 ヶ月） 

15.4 ％低減 15.1 ％低減 14.6 ％低減 14.7 ％低減 

電気 
料金 1,084 円低減 1,380 円低減 1,241 円低減 1,391 円低減 

室温上昇 
抑制効果*2 

（夏季 
15 時） 

自然 
室温

*3 

2.1 ℃  1.3 ℃  1.7 ℃  1.7 ℃  

（ 40.7℃→ 38.6℃） （ 40.3℃→ 39.0℃） （ 39.0℃→ 37.3℃） （ 42.1℃→ 40.4℃） 

体感 
温度

*4 

2.4 ℃  1.4 ℃  1.9 ℃  1.7 ℃  

（ 41.4℃→ 39.0℃） （ 40.3℃→ 38.9℃） （ 39.5℃→ 37.6℃） （ 42.1℃→ 40.4℃） 
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〔正〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
1 ヶ月） 

熱量 

68 kWh/月 223 kWh/月 68 kWh/月 224 kWh/月 

（ 523kWh/月 

→ 455kWh/月） 

（ 1,950kWh/月 

→ 1,727kWh/月）

（ 583kWh/月 

→ 515kWh/月） 

（ 2,104kWh/月 

→ 1,880kWh/月） 

13.0 ％低減 11.4 ％低減 11.7 ％低減 10.6 ％低減 

電気 
料金 

329 円低減 864 円低減 349 円低減 762 円低減 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
6～9 月） 

熱量 

222 kWh/4 ヶ月 672 kWh/4 ヶ月 240 kWh/4 ヶ月 752 kWh/4 ヶ月 

（ 1,443kWh/4 ヶ月 
→ 1,221kWh/4 ヶ月） 

（ 4,991kWh/4 ヶ月 
→ 4,319kWh/4 ヶ月）

（ 1,648kWh/4 ヶ月 
→ 1,408kWh/4 ヶ月） 

（ 5,670kWh/4 ヶ月 
→ 4,918kWh/4 ヶ月） 

15.4 ％低減 13.5 ％低減 14.6 ％低減 13.3 ％低減 

電気 
料金 1,084 円低減 2,560 円低減 1,241 円低減 2,517 円低減 

室温上昇 
抑制効果*2 

（夏季 
15 時） 

自然 
室温

*3 

2.1 ℃  1.8 ℃  1.7 ℃  2.2 ℃  

（ 40.7℃→ 38.6℃） （ 47.0℃→ 45.2℃） （ 39.0℃→ 37.3℃） （ 48.9℃→ 46.7℃） 

体感 
温度

*4 

2.4 ℃  1.8 ℃  1.9 ℃  2.1 ℃  

（ 41.4℃→ 39.0℃） （ 46.9℃→ 45.1℃） （ 39.5℃→ 37.6℃） （ 48.8℃→ 46.7℃） 
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No.2 
区分： 概要版 

位置： 3．実証試験結果 
 3.1 空調負荷低減性能及び環境負荷・維持管理等性能 
 3.1.2. 数値計算により算出する実証項目 
 (2) 参考項目の計算結果 
① 実証項目に対し暖房の影響を考慮した計算結果 

〔誤〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

暖房負荷 
低減効果*1 

（冬季１ヶ月） 

熱量 

-42 kWh/月 -140 kWh/月 -59 kWh/月 -151 kWh/月 

（ 334kWh/月 

→ 376kWh/月）

（ 596kWh/月 

→ 736kWh/月）

（ 364kWh/月 

→ 423kWh/月） 

（ 872kWh/月 

→ 1,023kWh/月）

-12.6 ％低減 -23.5 ％低減 -16.2 ％低減 -17.3 ％低減 

電気 
料金 

-189 円低減 -454 円低減 -278 円低減 -428 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*2 
（期間空調） 

熱量 

23 kWh/年 -260 kWh/年 19 kWh/年 -175 kWh/年 

（ 3,011kWh/年 
→ 2,988kWh/年）

（ 5,288kWh/年 
→ 5,548kWh/年）

（ 3,299kWh/年 
→ 3,280kWh/年） 

（ 6,321kWh/年 
→ 6,496kWh/年）

0.8 ％低減 -4.9 ％低減 0.6 ％低減 -2.8 ％低減 

電気 
料金 201 円低減 -631 円低減 202 円低減 -278 円低減 

〔正〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

暖房負荷 
低減効果*1 

（冬季１ヶ月） 

熱量 

-42 kWh/月 -111 kWh/月 -59 kWh/月 -165 kWh/月 

（ 334kWh/月 

→ 376kWh/月）

（ 185kWh/月 

→ 296kWh/月）

（ 364kWh/月 

→ 423kWh/月） 

（ 337kWh/月 

→ 502kWh/月）

-12.6 ％低減 -60.0 ％低減 -16.2 ％低減 -49.0 ％低減 

電気 
料金 -189 円低減 -360 円低減 -278 円低減 -467 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*2 
（期間空調） 

熱量 

23 kWh/年 196 kWh/年 19 kWh/年 227 kWh/年 

（ 3,011kWh/年 
→ 2,988kWh/年）

（ 5,893kWh/年 
→ 5,697kWh/年）

（ 3,299kWh/年 
→ 3,280kWh/年） 

（ 6,959kWh/年 
→ 6,732kWh/年）

0.8 ％低減 3.3 ％低減 0.6 ％低減 3.3 ％低減 

電気 
料金 

201 円低減 1,016 円低減 202 円低減 1,027 円低減 
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No.3 
区分： 概要版 

位置： 3．実証試験結果 
 3.1 空調負荷低減性能及び環境負荷・維持管理等性能 
 3.1.2. 数値計算により算出する実証項目 
 (2) 参考項目の計算結果 
 ② 年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 

〔誤〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

440 kWh/年 374 kWh/年 416 kWh/年 457 kWh/年 

（ 1,914kWh/年 

→ 1,474kWh/年） 

（ 2,401kWh/年 

→ 2,027kWh/年） 

（ 2,057kWh/年 

→ 1,641kWh/年） 

（ 2,894kWh/年 

→ 2,437kWh/年）

23.0 ％低減 15.6 ％低減 20.2 ％低減 15.8 ％低減 

電気 
料金 2,158 円低減 1,430 円低減 2,159 円低減 1,524 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-212 kWh/年 -656 kWh/年 -230 kWh/年 -632 kWh/年 

（ 1,626kWh/年 

→ 1,838kWh/年） 

（ 3,019kWh/年 

→ 3,675kWh/年） 

（ 1,705kWh/年 

→ 1,935kWh/年） 

（ 3,570kWh/年 

→ 4,202kWh/年）

-13.0 ％低減 -21.7 ％低減 -13.5 ％低減 -17.7 ％低減 

電気 
料金 -939 円低減 -2,127 円低減 -1,087 円低減 -1,792 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

230 kWh/年 -281 kWh/年 186 kWh/年 -175 kWh/年 

（ 3,541kWh/年 

→ 3,311kWh/年） 

（ 5,421kWh/年 

→ 5,702kWh/年） 

（ 3,762kWh/年 

→ 3,576kWh/年） 

（ 6,464kWh/年 

→ 6,639kWh/年）

6.5 ％低減 -5.2 ％低減 4.9 ％低減 -2.7 ％低減 

電気 
料金 1,219 円低減 -697 円低減 1,072 円低減 -268 円低減 
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〔正〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

440 kWh/年 1,084 kWh/年 416 kWh/年 1,203 kWh/年 

（ 1,914kWh/年 
→ 1,474kWh/年） 

（ 6,024kWh/年 
→ 4,940kWh/年） 

（ 2,057kWh/年 
→ 1,641kWh/年） 

（ 6,961kWh/年 
→ 5,758kWh/年）

23.0 ％低減 18.0 ％低減 20.2 ％低減 17.3 ％低減 

電気 
料金 2,158 円低減 4,030 円低減 2,159 円低減 3,923 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-212 kWh/年 -476 kWh/年 -230 kWh/年 -525 kWh/年 

（ 1,626kWh/年 

→ 1,838kWh/年） 

（ 902kWh/年 

→ 1,378kWh/年） 

（ 1,705kWh/年 

→ 1,935kWh/年） 

（ 1,289kWh/年 

→ 1,814kWh/年）

-13.0 ％低減 -52.8 ％低減 -13.5 ％低減 -40.7 ％低減 

電気 
料金 -939 円低減 -1,544 円低減 -1,087 円低減 -1,490 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

230 kWh/年 608 kWh/年 186 kWh/年 678 kWh/年 

（ 3,541kWh/年 

→ 3,311kWh/年） 

（ 6,926kWh/年 

→ 6,318kWh/年） 

（ 3,762kWh/年 

→ 3,576kWh/年） 

（ 8,250kWh/年 

→ 7,572kWh/年）

6.5 ％低減 8.8 ％低減 4.9 ％低減 8.2 ％低減 

電気 
料金 1,219 円低減 2,486 円低減 1,072 円低減 2,433 円低減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No.4 
区分： 概要版 

位置： 3．実証試験結果 
 3.1 空調負荷低減性能及び環境負荷・維持管理等性能 
 3.1.2. 数値計算により算出する実証項目 
 (2) 参考項目の計算結果 
 ③ 建築物全体または事務室全体において年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
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〔誤〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

549 kWh/年 1,637 kWh/年 524 kWh/年 1,995 kWh/年 

（ 2,517kWh/年 

→ 1,968kWh/年） 

（ 10,917kWh/年 

→ 9,280kWh/年）

（ 2,751kWh/年 

→ 2,227kWh/年） 

（ 13,369kWh/年 

→ 11,374kWh/年）

21.8 ％低減 15.0 ％低減 19.0 ％低減 14.9 ％低減 

電気 
料金 2,687 円低減 6,236 円低減 2,719 円低減 6,661 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-391 kWh/年 -2,667 kWh/年 -404 kWh/年 -2,450 kWh/年 

（ 2,804kWh/年 
→ 3,195kWh/年） 

（ 22,402kWh/年 
→ 25,069kWh/年）

（ 2,911kWh/年 
→ 3,315kWh/年） 

（ 23,058kWh/年 
→ 25,508kWh/年）

-13.9 ％低減 -11.9 ％低減 -13.9 ％低減 -10.6 ％低減 

電気 
料金 -1,740 円低減 -8,653 円低減 -1,900 円低減 -6,949 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

157 kWh/年 -1,030 kWh/年 120 kWh/年 -455 kWh/年 

（ 5,320kWh/年 
→ 5,163kWh/年） 

（ 33,319kWh/年 
→ 34,349kWh/年）

（ 5,662kWh/年 
→ 5,542kWh/年） 

（ 36,427kWh/年 
→ 36,882kWh/年）

3.0 ％低減 -3.1 ％低減 2.1 ％低減 -1.2 ％低減 

電気 
料金 947 円低減 -2,417 円低減 819 円低減 -288 円低減 

〔正〕 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

549 kWh/年 4,212 kWh/年 524 kWh/年 4,740 kWh/年 

（ 2,517kWh/年 

→ 1,968kWh/年） 

（ 28,214kWh/年 

→ 24,002kWh/年）

（ 2,751kWh/年 

→ 2,227kWh/年） 

（ 32,724kWh/年 

→ 27,984kWh/年）

21.8 ％低減 14.9 ％低減 19.0 ％低減 14.5 ％低減 

電気 
料金 2,687 円低減 15,678 円低減 2,719 円低減 15,491 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-391 kWh/年 -2,534 kWh/年 -404 kWh/年 -2,265 kWh/年 

（ 2,804kWh/年 

→ 3,195kWh/年） 

（ 8,462kWh/年 

→ 10,996kWh/年）

（ 2,911kWh/年 

→ 3,315kWh/年） 

（ 9,833kWh/年 

→ 12,098kWh/年）

-13.9 ％低減 -29.9 ％低減 -13.9 ％低減 -23.0 ％低減 

電気 
料金 -1,740 円低減 -8,218 円低減 -1,900 円低減 -6,422 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

157 kWh/年 1,678 kWh/年 120 kWh/年 2,475 kWh/年 

（ 5,320kWh/年 
→ 5,163kWh/年） 

（ 36,676kWh/年 
→ 34,998kWh/年）

（ 5,662kWh/年 
→ 5,542kWh/年） 

（ 42,557kWh/年 
→ 40,082kWh/年）

3.0 ％低減 4.6 ％低減 2.1 ％低減 5.8 ％低減 

電気 
料金 947 円低減 7,460 円低減 819 円低減 9,069 円低減 
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○ 全体概要 

実証対象技術／ 
実証申請者 

アイアールガード・IRG-010／ 
株式会社 サンシャイン 

実証機関 財団法人建材試験センター 
実証試験期間 平成２３年９月１２日～平成２４年２月１３日 

 
1. 実証対象技術の概要 
既存の窓ガラスに日射遮蔽性能を持つコーティング材を塗布する技術 
※技術の特徴などの情報は、4.参考情報（概要版 9 ページ）を参照。 

2. 実証試験の概要 
2.1 空調負荷低減等性能 
窓用日射遮蔽コーティング材の熱・光学性能を測定し、その結果から、下記条件における対象

建築物の全ての窓に窓用日射遮蔽コーティング材を室内側に塗布した場合の効果（冷房負荷低減

効果等）を数値計算により算出した。 
2.1.1. 数値計算における設定条件 
(1) 対象建築物 

1) 住宅（戸建木造）モデルの 1 階 LD 部（リビングダイニングスペース部） 
〔対象床面積：20.49 m2、窓面積：6.62m2、階高：2.7m、構造：木造〕 

2) オフィスモデルの事務室南側部 
〔対象床面積：113.40m2、窓面積：37.44m2、階高：3.6m、構造：RC 造〕 

注）周囲の建築物等の影響による日射の遮蔽は考慮しない。 
  対象建築物の詳細は、詳細版本編 4.2.2(1)①対象建築物（詳細版本編 16 ページ）参照。 

(2) 使用気象データ 
拡張アメダス気象データ標準年（1981 年～1995 年）（東京都及び大阪府） 

(3) 空調機器設定 

建築物 
設定温度（℃） 

稼働時間 冷房 COP 暖房 COP 
冷房 暖房 

住宅 26.6 21.0 6～9 時・12～14 時・16～22 時 4.67 5.14 
オフィス 28.0 20.0 平日 7～21 時 3.55 3.90 

(4) 電力量料金単価の設定 

地域 建築物 標準契約種別 
電力量料金単価（円／kWh） 
夏季 その他季 

東京 
住宅 従量電灯 B 22.86 

オフィス 業務用電力 13.75 12.65 

大阪 
住宅 従量電灯 A 24.21 

オフィス 高圧電力 AS 12.08 11.06 

2.2 環境負荷・維持管理等性能 
耐候性試験機により 1000 時間の促進耐候性試験を行った。試験終了後、熱・光学性能の測定

を行い、耐候性試験前後における測定値の変化を確認した。 

本実証試験結果報告書の著作権は、環境省に属します。 

実証番号 051-1106
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3. 実証試験結果 
3.1 空調負荷低減等性能及び環境負荷・維持管理等性能 
(1) 熱・光学性能及び環境負荷・維持管理等性能試験結果（平均値）*1 

【実証項目】 
 耐候性試験前 耐候性試験後 

遮へい係数 （―） 0.76  0.79  

熱貫流率 〔W/(m2･K)〕 6.0  5.9  

〔測定項目〕（参考）（平均値）*1 
 耐候性試験前 耐候性試験後 

可視光線透過率 （％） 81.7  81.6  

日射透過率 （％） 53.0  55.7  

日射反射率 （％） 6.1  6.0  

 
*1： 耐候性試験前に、試験体数量 n=3 で測定を行った。その結果から、日射透過率が最大

のもの及び最小のものを 2 つ（n=2）選定し、耐候性試験を行った。 



窓用日射遮蔽コーティング材（H23） 
アイアールガード・IRG-010 

株式会社 サンシャイン 

- 3 - 

(2) 分光透過率・分光反射率（波長範囲：300nm～2500nm）の特性 

 
図－１  分光透過率測定結果 

 
図－２  分光反射率測定結果 

 
※ 耐候性試験前後の番号は、試験体に任意に付した番号である。耐候性試験前の熱・光

学性能の測定は、製品の持つばらつきを考慮し、試験体数量 n=3 として測定した。測

定した試験体のうち、日射透過率が最大のもの及び最小のものを 2 つ（n=2）選定し、

耐候性試験を行った。耐候性試験による性能劣化を把握するために、耐候性試験後に

熱・光学性能の測定を再度実施した。 
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 耐候性試験後3 コーティング材無し

【参考情報：波長範囲と定義※】 
紫外線域：300～380nm，可視光線域：380～780nm，日射域：300～2500nm 
※ JIS A 5759 を元に作成 
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3.1.2. 数値計算により算出する実証項目 
(1) 実証項目の計算結果 

【算出対象区域：LD 部（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
1 ヶ月） 

熱量 

68 kWh/月 223 kWh/月 68 kWh/月 224 kWh/月 

（ 523kWh/月 
→ 455kWh/月） 

（ 1,950kWh/月 
→ 1,727kWh/月）

（ 583kWh/月 
→ 515kWh/月） 

（ 2,104kWh/月 
→ 1,880kWh/月） 

13.0 ％低減 11.4 ％低減 11.7 ％低減 10.6 ％低減 

電気 
料金 

329 円低減 864 円低減 349 円低減 762 円低減 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
6～9 月） 

熱量 

222 kWh/4 ヶ月 672 kWh/4 ヶ月 240 kWh/4 ヶ月 752 kWh/4 ヶ月 

（ 1,443kWh/4 ヶ月 
→ 1,221kWh/4 ヶ月） 

（ 4,991kWh/4 ヶ月 
→ 4,319kWh/4 ヶ月）

（ 1,648kWh/4 ヶ月 
→ 1,408kWh/4 ヶ月） 

（ 5,670kWh/4 ヶ月 
→ 4,918kWh/4 ヶ月） 

15.4 ％低減 13.5 ％低減 14.6 ％低減 13.3 ％低減 

電気 
料金 1,084 円低減 2,560 円低減 1,241 円低減 2,517 円低減 

室温上昇 
抑制効果*2 

（夏季 
15 時） 

自然 
室温

*3 

2.1 ℃  1.8 ℃  1.7 ℃  2.2 ℃  

（ 40.7℃→ 38.6℃） （ 47.0℃→ 45.2℃） （ 39.0℃→ 37.3℃） （ 48.9℃→ 46.7℃） 

体感 
温度

*4 

2.4 ℃  1.8 ℃  1.9 ℃  2.1 ℃  

（ 41.4℃→ 39.0℃） （ 46.9℃→ 45.1℃） （ 39.5℃→ 37.6℃） （ 48.8℃→ 46.7℃） 

*1：夏季 1 ヶ月（8 月）及び夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房

が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：8 月 1 日における対象部での室温の抑制効果 
*3：冷房を行わないときの室温 
*4：平均放射温度（MRT）を考慮した温度（空気温度と MRTの重み付き平均） 
注）数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
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(2) 参考項目の計算結果 

① 実証項目に対し暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：LD 部（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

暖房負荷 
低減効果*1 

（冬季１ヶ月） 

熱量 

-42 kWh/月 -111 kWh/月 -59 kWh/月 -165 kWh/月 

（ 334kWh/月 
→ 376kWh/月）

（ 185kWh/月 
→ 296kWh/月）

（ 364kWh/月 
→ 423kWh/月） 

（ 337kWh/月 
→ 502kWh/月）

-12.6 ％低減 -60.0 ％低減 -16.2 ％低減 -49.0 ％低減 

電気 
料金 -189 円低減 -360 円低減 -278 円低減 -467 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*2 
（期間空調） 

熱量 

23 kWh/年 196 kWh/年 19 kWh/年 227 kWh/年 

（ 3,011kWh/年 

→ 2,988kWh/年）

（ 5,893kWh/年 

→ 5,697kWh/年）

（ 3,299kWh/年 

→ 3,280kWh/年） 

（ 6,959kWh/年 

→ 6,732kWh/年）

0.8 ％低減 3.3 ％低減 0.6 ％低減 3.3 ％低減 

電気 
料金 

201 円低減 1,016 円低減 202 円低減 1,027 円低減 

*1：冬季 1 ヶ月（2 月）において室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖

房負荷低減効果 
*2：夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合及び冬季

（11～4 月）において室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の冷暖房負

荷低減効果 
注）数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
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② 年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：LD 部（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

440 kWh/年 1,084 kWh/年 416 kWh/年 1,203 kWh/年 

（ 1,914kWh/年 

→ 1,474kWh/年） 

（ 6,024kWh/年 

→ 4,940kWh/年） 

（ 2,057kWh/年 

→ 1,641kWh/年） 

（ 6,961kWh/年 

→ 5,758kWh/年）

23.0 ％低減 18.0 ％低減 20.2 ％低減 17.3 ％低減 

電気 
料金 2,158 円低減 4,030 円低減 2,159 円低減 3,923 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-212 kWh/年 -476 kWh/年 -230 kWh/年 -525 kWh/年 

（ 1,626kWh/年 
→ 1,838kWh/年） 

（ 902kWh/年 
→ 1,378kWh/年） 

（ 1,705kWh/年 
→ 1,935kWh/年） 

（ 1,289kWh/年 
→ 1,814kWh/年）

-13.0 ％低減 -52.8 ％低減 -13.5 ％低減 -40.7 ％低減 

電気 
料金 -939 円低減 -1,544 円低減 -1,087 円低減 -1,490 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

230 kWh/年 608 kWh/年 186 kWh/年 678 kWh/年 

（ 3,541kWh/年 
→ 3,311kWh/年） 

（ 6,926kWh/年 
→ 6,318kWh/年） 

（ 3,762kWh/年 
→ 3,576kWh/年） 

（ 8,250kWh/年 
→ 7,572kWh/年）

6.5 ％低減 8.8 ％低減 4.9 ％低減 8.2 ％低減 

電気 
料金 1,219 円低減 2,486 円低減 1,072 円低減 2,433 円低減 

*1：年間を通じ室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：年間を通じ室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖房負荷低減効果 
*3：窓用日射遮蔽コーティング材の塗布により低減する年間の冷房負荷量と暖房負荷量の合計 
注）数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 



窓用日射遮蔽コーティング材（H23） 
アイアールガード・IRG-010 

株式会社 サンシャイン 

- 7 - 

③ 建築物全体または事務室全体において年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：建築物全体（住宅）、基準階事務室全体（オフィス）】 
比較対象：コーティング材塗布前 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建木造） オフィス 住宅（戸建木造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

549 kWh/年 4,212 kWh/年 524 kWh/年 4,740 kWh/年 

（ 2,517kWh/年 
→ 1,968kWh/年） 

（ 28,214kWh/年 
→ 24,002kWh/年）

（ 2,751kWh/年 
→ 2,227kWh/年） 

（ 32,724kWh/年 
→ 27,984kWh/年）

21.8 ％低減 14.9 ％低減 19.0 ％低減 14.5 ％低減 

電気 
料金 2,687 円低減 15,678 円低減 2,719 円低減 15,491 円低減 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-391 kWh/年 -2,534 kWh/年 -404 kWh/年 -2,265 kWh/年 

（ 2,804kWh/年 

→ 3,195kWh/年） 

（ 8,462kWh/年 

→ 10,996kWh/年）

（ 2,911kWh/年 

→ 3,315kWh/年） 

（ 9,833kWh/年 

→ 12,098kWh/年）

-13.9 ％低減 -29.9 ％低減 -13.9 ％低減 -23.0 ％低減 

電気 
料金 -1,740 円低減 -8,218 円低減 -1,900 円低減 -6,422 円低減 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

157 kWh/年 1,678 kWh/年 120 kWh/年 2,475 kWh/年 

（ 5,320kWh/年 

→ 5,163kWh/年） 

（ 36,676kWh/年 

→ 34,998kWh/年）

（ 5,662kWh/年 

→ 5,542kWh/年） 

（ 42,557kWh/年 

→ 40,082kWh/年）

3.0 ％低減 4.6 ％低減 2.1 ％低減 5.8 ％低減 

電気 
料金 947 円低減 7,460 円低減 819 円低減 9,069 円低減 

*1：年間を通じ室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：年間を通じ室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖房負荷低減効果 
*3：窓用日射遮蔽コーティング材の塗布により低減する年間の冷房負荷量と暖房負荷量の合計 
注） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであり、実

際の導入環境とは異なる。 
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(3) (1)実証項目の計算結果及び(2)参考項目の計算結果に関する注意点 

① 数値計算は、モデル的な住宅・オフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであ

り、実際の導入環境とは異なる。 
② 熱負荷の低減効果を熱量単位（kWh）だけでなく、電気料金の低減効果（円）としても

示すため、定格出力運転時における消費電力 1kW 当たりの冷房・暖房能力（kW）を表

した COP 及び電力量料金単価を設定している。 
③ 数値計算において設定した冷暖房の運転期間は、下記の通りとした。 

 夏季 15 時 ： 8 月 1 日の 15 時  
 夏季 1 ヶ月 ： 8 月 1～31 日 
 夏季 6～9 月 ： 6 月 1 日～9 月 30 日 
 冬季 1 ヶ月 ： 2 月 1 日～28 日 
 期間空調 ： 冷房期間 6～9 月及び暖房期間 11～4 月 
 年間空調 ： 冷暖房期間 1 年*1 

*1： 設定温度よりも室温が高い場合に冷房運転を行い、設定温度よりも室温が低い場

合に暖房運転を行う。 
④ 日射が遮蔽され、室内が暗くなることに伴い生じる、照明の量及び時間に起因する熱負

荷の増加は考慮していない。 
⑤ 冷房・暖房負荷低減効果の熱量の欄には、実証対象技術の使用前後の熱負荷の差および

使用前後の熱負荷の総和をそれぞれ示している（使用前→使用後）。 
⑥ 電気料金について、本計算では窓用日射遮蔽コーティング材の有無による室内熱負荷の

差を検討の対象としていることから、種々の仮定が必要となる総額を見積もることをせ

ず、熱負荷の変化に伴う空調電気料金の差額のみを示している（電気料金の算出に関す

る考え方は詳細版本編 30 ページ【電気料金算出に関する考え方】に示す）。 
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4. 参考情報 

 (1)実証対象技術の概要（参考情報）及び(2)その他メーカーからの情報（参考情報）に示され

た情報は、全て実証申請者が自らの責任において申請したものであり、環境省及び実証機関は、

内容に関して一切の責任を負いません。 
 
(1) 実証対象技術の概要（参考情報） 

項目 実証申請者 記入欄 

実証申請者 株式会社 サンシャイン 

技術開発企業名 同上 

実証対象製品・名称 アイアールガード 

実証対象製品・型番 IRG-010 

連

絡

先 

TEL 072-458-6226 

FAX 072-461-3272 

Web アドレス http://www.sunshine-inc.com 

E-mail ohno@sunshine-inc.com 

技術の特徴 

硬度 6H に達する強固なシリコーン系樹脂の透明皮膜がガラスと密着し、紫外線と

近赤外線を吸収して遮蔽しつつ、可視光線は十分通すので、室内の明るさを維持

しながら、室内への日射熱侵入量を低減し、冷房効率を高める。 
凹凸のあるガラスや幅広のガラスに対しても、シームレスに均一なコーティングを

施すことが出来る。 

設

置

条

件 

対応する 
建築物・部位など 建築用窓ガラス全般 

施工上の留意点 
コーティング前のガラスクリーニングを入念に行うこと 
硬化の過程での温湿度管理に注意すること 

その他設置場所 
等の制約条件 

コーティングは屋内側の面に施工 
屋外側施工は不可 
熱線反射ガラスには施工不可 

メンテナンスの必要性 
耐候性・製品寿命など メンテナンス不要。 

コスト概算 設計施工価格（材工共） 15,000 円 1m2 あたり 

(2) その他メーカーからの情報（参考情報） 
 

 


